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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第３四半期累計期間
第21期

第３四半期累計期間
第20期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 3,979,839 5,723,461 5,631,353

経常利益 （千円） 1,053,221 1,600,931 1,461,387

四半期（当期）純利益 （千円） 644,267 1,008,586 880,089

持分法を適用した場合の投資損失

（△）
（千円） △8,971 △1,995 △12,919

資本金 （千円） 863,824 863,824 863,824

発行済株式総数 （株） 9,687,400 9,687,400 9,687,400

純資産額 （千円） 5,913,009 7,157,244 6,148,830

総資産額 （千円） 7,161,176 8,922,876 7,614,935

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 66.51 104.12 90.85

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 82.6 80.2 80.7

 

回次
第20期

第３四半期会計期間
第21期

第３四半期会計期間

会計期間
自2019年10月１日
至2019年12月31日

自2020年10月１日
至2020年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 25.81 36.01

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第３四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）経営成績の状況

　当第３四半期累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス

感染症の影響により景気は厳しい状況にあり、各種政策の効果や海外経済の改善から持ち直しの動きが見られるも

のの、依然として先行き不透明な状況で推移しております。

　当社が属する出版業界におきましては、紙と電子を合算した出版市場（推定販売金額）は、２年連続のプラス成

長となりました。全国出版協会・出版科学研究所によると、2020年（１月から12月まで）の紙と電子出版を合算し

た推定販売金額は前年同期比4.8％増の１兆6,168億円となり、その内訳は、紙の出版物については同1.0％減とな

る１兆2,237億円、電子出版については同28.0％増の3,931億円と、電子出版市場が順調な成長を続けております。

　こうした環境の中、インターネット発の出版の先駆者である当社は、「これまでのやり方や常識に全くとらわれ

ず」、「良いもの面白いもの望まれるものを徹底的に追求していく」というミッションの下、インターネット時代

の新しいエンターテインメントを創造することを目的とし、インターネット上で話題となっている小説・漫画等の

コンテンツを書籍化する事業に取り組んでまいりました。

　当第３四半期累計期間における書籍のジャンル別の概況は以下の通りであります。

 

① ライトノベル

　当第３四半期累計期間の刊行点数は前年同期を上回る151点（前年同期比２点増）となりました。各書籍の売

れ行きにつきましては、アニメ化が決定した『月が導く異世界道中』の原作小説最新巻が好調に推移したことに

加え、同シリーズの既刊書籍につきましても売上を伸ばしました。また、シリーズ累計570万部を突破した

『ゲートSEASON2』や『とあるおっさんのVRMMO活動記』等の大型人気シリーズの新刊につきましても引き続き堅

調に推移いたしました。

　結果、当第３四半期累計期間の売上高は前年同期を上回る着地となりました。

 

② 漫画

当第３四半期累計期間の刊行点数は前年同期を大きく上回る88点（前年同期比20点増）となりました。各書籍の

売れ行きにつきましては、当社の主力タイトルである『ゲート』等、長期にわたり人気を博しているシリーズの

続刊が引き続き堅調に推移したことに加え、ライトノベルの新規コミカライズ作品『最後にひとつだけお願いし

てもよろしいでしょうか』の第２巻が前巻に続き好調で、大きく売上を伸ばしました。

　また、当ジャンルと親和性が非常に高い電子書籍販売につきましては、各電子ストアとコミュニケーションを

密に図り実施したキャンペーンや作品露出の強化等の施策が奏功し、売上を大幅に伸ばす結果となりました。

　結果、当第３四半期累計期間の売上高は前年同期を大幅に上回る着地となりました。

 

③ 文庫

　当第３四半期累計期間の刊行点数は107点（前年同期比５点増）となりました。『ゲート』や『居酒屋ぼった

くり』等の人気シリーズの文庫版が好調に推移し、当ジャンルの売上を牽引いたしました。また、『居酒屋ぼっ

たくり』著者による時代小説『きよのお江戸料理日記』を刊行する等、新規ジャンルの強化に引き続き注力して

まいりました。

　結果、当第３四半期累計期間の売上高は前年同期を上回る着地となりました。

 

④ その他

　当第３四半期累計期間の刊行点数は17点（前年同期比同数）となりました。その他ジャンルにおいては、絵本

やビジネス書等、幅広い分野からの書籍刊行を積極的に実施し、引き続き取り扱いジャンルの拡大に向けた取り

組みを進めてまいりました。

　結果、当第３四半期累計期間の売上高は前年同期を上回る着地となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社アルファポリス(E30908)

四半期報告書

 3/14



　以上の活動の結果、当第３四半期累計期間の売上高は5,723,461千円（前年同期比43.8％増）、営業利益は

1,595,499千円（同51.5％増）、経常利益は1,600,931千円（同52.0％増）、四半期純利益は1,008,586千円（同

56.5％増）となり、売上高、利益ともに過去最高を大幅に更新いたしました。

 

（注）シリーズ累計部数：同作品の続編に加え、同作品の漫画及び文庫を含み、部数は電子書籍販売数を含む。

 

（2）財政状態の分析

① 資産

　当第３四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末と比較して1,317,184千円増加し、8,617,980千円となり

ました。これは主に、現金及び預金が増加（前事業年度末比849,885千円増）したこと並びに売掛金が増加（同

415,428千円増）したことによるものであります。

　固定資産は、前事業年度末と比較して9,243千円減少し、304,895千円となりました。これは主に、ソフトウェ

アの償却を行ったこと等により無形固定資産が減少（同6,574千円減）したこと及び有形固定資産の償却を行っ

たこと等により有形固定資産が減少（同3,500千円減）したことによるものであります。

 

② 負債

　当第３四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末に比べ314,843千円増加し、1,722,517千円となりまし

た。これは主に、未払法人税等の増加（前事業年度末比113,948千円増）、未払金の増加（同63,357千円増）及

びその他の増加（同172,283千円増）によるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べ15,315千円減少し、43,114千円となりました。これは主に、長期借入金の減

少（同14,226千円減）によるものであります。

 

③ 純資産

　当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ1,008,413千円増加し、7,157,244千円となりまし

た。これは主に、四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加（前事業年度末比1,008,586千円増）によるもの

であります。

 

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2021年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,687,400 9,687,400
東京証券取引所

（マザーズ）

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

あり、単元株式数は100株で

あります。

計 9,687,400 9,687,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

　2020年10月１日～

　2020年12月31日
－ 9,687,400 － 863,824 － 853,824

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,685,500 96,855

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 1,800 － －

発行済株式総数  9,687,400 － －

総株主の議決権  － 96,855 －

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式52株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社アルファポリス
東京都渋谷区恵比寿

四丁目20番３号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

(注) 当第３四半期会計期間において、単元未満株式の買取請求により自己株式を54株取得しております。その結果、当

第３四半期会計期間末の自己株式数は、206株となっております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社アルファポリス(E30908)

四半期報告書

 6/14



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2020年10月１日から2020年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,546,132 5,396,017

売掛金 2,398,873 2,814,302

製品 187,166 183,470

仕掛品 118,068 135,515

その他 50,554 88,674

流動資産合計 7,300,795 8,617,980

固定資産   

有形固定資産 31,674 28,173

無形固定資産 25,973 19,398

投資その他の資産 256,491 257,324

固定資産合計 314,139 304,895

資産合計 7,614,935 8,922,876

負債の部   

流動負債   

買掛金 48,534 53,326

1年内返済予定の長期借入金 20,088 20,088

未払金 518,463 581,820

未払法人税等 269,973 383,921

賞与引当金 36,105 10,268

返品調整引当金 339,621 317,120

ポイント引当金 26,880 35,681

その他 148,007 320,291

流動負債合計 1,407,674 1,722,517

固定負債   

長期借入金 57,340 43,114

その他 1,089 －

固定負債合計 58,429 43,114

負債合計 1,466,104 1,765,631

純資産の部   

株主資本   

資本金 863,824 863,824

資本剰余金 853,824 853,824

利益剰余金 4,431,412 5,439,998

自己株式 △229 △403

株主資本合計 6,148,830 7,157,244

純資産合計 6,148,830 7,157,244

負債純資産合計 7,614,935 8,922,876
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 3,979,839 5,723,461

売上原価 1,029,361 1,282,772

売上総利益 2,950,478 4,440,689

返品調整引当金戻入額 399,171 339,621

返品調整引当金繰入額 342,190 317,120

差引売上総利益 3,007,459 4,463,190

販売費及び一般管理費 1,954,045 2,867,690

営業利益 1,053,414 1,595,499

営業外収益   

受取利息 18 20

前払式支払手段失効益 － 5,559

営業外収益合計 18 5,580

営業外費用   

支払利息 210 146

その他 1 1

営業外費用合計 211 148

経常利益 1,053,221 1,600,931

特別損失   

本社移転費用 30,584 －

特別損失合計 30,584 －

税引前四半期純利益 1,022,636 1,600,931

法人税等 378,368 592,344

四半期純利益 644,267 1,008,586
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）「会計上の見積り」に記載した新型コロナウイルス感染症の今

後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

減価償却費 17,513千円 20,826千円

 

（持分法損益等）

 
前事業年度

（2020年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2020年12月31日）

関連会社に対する投資の金額 20,400千円 20,400千円

持分法を適用した場合の投資の金額 14,377 12,382

 

 
前第３四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

持分法を適用した場合の投資損失（△）

の金額
△8,971千円 △1,995千円

 

（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

　当社は、出版事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 66.51円 104.12円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 644,267 1,008,586

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 644,267 1,008,586

普通株式の期中平均株式数（株） 9,687,263 9,687,236

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
   2021年２月12日
    

株式会社アルファポリス    

　　取締役会　御中    

   
    
 東　陽　監　査　法　人
 　東京事務所

    

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 中　野　敦　夫 印

    

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 三　浦　貴　司 印

 

　監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アル

ファポリスの2020年４月１日から2021年３月31日までの第21期事業年度の第３四半期会計期間（2020年10月１日から

2020年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファポリスの2020年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において

認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の

責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手し

たと判断している。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸

表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業

に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事
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項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監

査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は

継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー

フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上
 
 
 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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